
令和６年５月２１日（火） 

高萩地区第 1回学校運営協議会会議録 

日時 令和６年５月２１日（火） 

場所 高萩小学校 

出席者 石田 則雄（会長）・鴨下 吉彦（副会長）塩川 忠・小坂井 啓二（教育指導幹）・ 

長嶋 伸一（教育部参事）・宮﨑 千恵子・谷本 和歌子・北野 哲・ 

市川 徹（高萩公民館 館長）・岡野 一平・田中 和香子・井上 雄太・ 

河村 康郎（高萩中校長）・高内 康裕（高萩中教頭）・佐藤 澄太（高萩中教務主任）・ 

原 政幸(高萩小校長) 

欠席者 塩川 忠 髙橋 敏哉  

協議事項及

び決定事項 

（１）本年度の会長・副会長の選任について 

（２）年間活動計画について 

会議の経過 〇委嘱状交付（教育委員会より） 

〇あいさつ  

日高市教育委員会 長嶋参事 高萩地区学校運営協議会 会長 石田様 

（１）本年度の会長・副会長の選任について 

 ・会長の選任  石田 則雄 様 に決定 

 ・副会長の指名 鴨下 吉彦 様 に決定 

（２）年間活動計画について（別紙次第参照） 

・第１回 ５月２１日（火） 会場：高萩小学校 

 授業見学 １３：５５～ 学校運営協議会 １４：３５～ 

・第２回 ９月 ３日（火） 会場：高萩中学校 

 授業見学 １３：５５～ 学校運営協議会 １４：３０～ 

・第３回 １１月１２日（金）１４：３０～ 会場：高萩小学校 

 学校評価の項目について、令和６年度当初人事について 

・第４回 １月２４日（金）１４：３０～ 会場：高萩中学校 

 学校評価について 

・第５回 ３月 ４日（火）１４：３０～ 会場：高萩小学校 

 今年度を振り返って、来年度に向けて、令和６年度学校経営方針について 

 

・小坂井指導幹より 

  上記５回の協議会以外にも、コミュニティスクール研修会等も学校運営協議会に含めること   

 ができ、予算も増える。 

・５回の協議会の前に準備会が行われる。（議題の確認等）  

【確認・説明】 

（１）地域学校協働本部の取組について 

・高萩小中学校地域学校協働本部 

１ 目指すものに向けて実現するため、２に「活動内容」について記述がない。 

・コーディネーター、学習・課外活動部、健全育成部・・・等でそれぞれ部での活動内容を明記  

 すべき。 

・環境整備部：８０代の方が多い。若い人にも参加して欲しい。ボランティアにお願いしている。 



 

・予算の関係：写真を撮り報告書を作るなど、ボランティアでは厳しいところもある。 

（負担が大きい） 

・１ 目指すもの ２ 活動内容 ３ 本部会・・・というような記述にする方向で検討。 

・小坂井指導幹より 

 負担感が大きくならないように。「やりがいを感じ参加したい」という気持ちが一番大切。 

・河村校長より 

 書類がネックでやめてしまうのはもったいない。ＰＴＡの予算から捻出することも考慮。 

・原校長より 

 学校運営協議会、地域学校協働本部⇒その中に様々な部がある。運営協議会と協働本部をつな

ぐのが、コーディネーターの役割。コーディネーターを介してお互いの要望や活動の具体化をし

ていく必要がある。 

・地域学校協働本部 来年度は活動内容を発表する予定。 

 ⇒活動の様子を撮りためておく必要がある。 

（２）学校運営協議会準備会について 

 （上記の通り） 

（３）高萩小中の渡り廊下について 

・河村校長より 

  来年には着工。いずれ義務教育学校になることを視野に入れて通路を設計していく。 

 設計についてもご意見を頂いていく。 

 （メリット）プールの授業の移動や乗り入れ授業がスムーズになる可能性。 

 ⇒学校側の意見を合わせながら設計に取り入れていく。（可能な限り） 

 ２階同士を通す案もあったが、建築法などにより不可能。屋根をつけるのも難しい。 

 中庭は給食の配膳車など車が通る。 

・小坂井指導幹より 

 急激に少子化⇒義務教育学校にしていくべき。乗り入れ授業をスムーズに進めていくために必

要。（子ども達の学力を向上させていく、不登校、学級崩壊に対して・・・）ふるさと科も同様。 

・日高塾：３年生＝１９名 ４年生＝２８名 昨年度よりも一層増えている。５人体制で実施し

ている。来年度３～５年生でやっていくなら、部屋を増やしたり、スタッフを増やしたりする必

要がある。 

・高萩の交差点、子ども達の列に車が突っ込んできたら困るので鉄のポールを立ててもらえるよ

うに県議会に頼んだら立ててもらえることになった。 

【連絡】 

・河村校長より 

 高萩中学校生徒の自主的なごみ拾い＝地域の方からお手紙を頂いた。 


